
みんなで「ちょボラ隊」
（ちょっとボランティア）

ＰＴＡ顧問の吉井さんと德本先生は同級生で
す。今の校舎は、２人が５年生の時に建てられま
した。まばゆいばかりのピカピカの教室に移られ
たそうです。当時の最先端をいく教育環境が整備

、 。 、 、され モダンな校舎でした そこで 大いに学び
大いに遊んだというなつかしい昔話を聞かせてい
ただいたことがあります。お父さんお母さん方の
中にもそのおひとりに数えられる方々がたくさん
いらっしゃるのではありませんか。以来、約３０
星霜に近い年月が過ぎ、庭のクスノキがこの間の
歩みを優しく見守ってくれました。

「白亜の校舎 、五條小学校は、まさにその形容に」
ふさわしい、築３０年とは思えない、若々しさを保っ
ています。それには、連綿と受け継がれた伝統の「お
そうじ」を見のがすわけにはいきません。今も玄関の
ろうかをはいつくばるようにして雑巾がけをしている
６年生たちの姿があります。ろうかや階段にある円形
状の突起がすり減っているのをご存じですか。ここに
も３０年の歴史を感じます。

そんな五條小学校も近年、児童数の著しい減少によ
り、２０５人の子どもた

ちだけでは追いつかなくなりました。このままでは
美しい校舎を維持することがむずかしい。何かいい

、 、 、 、方法は と考えて 月に一度 クリーンデーを設け
全員がろうかや階段を一斉に磨く時間がつくられま
した。

そして、今回は町に出て清掃活動をしようという
ことになり、９月１９日、木曜日の１時間目、雲一

つない青空のもとで行わ
れました。６年生の班長を中心に、赤・白・青・黄の
４つに分かれて 新町通り方面 大川橋方面 五、「 」、「 」、「
條中学校方面 「商店街および紀陽銀行方面」のゴミ」、

。 、拾いをしました 五夢りんも新町通りの赤組に同行し
みんなを応援しました。あいにく、気温が上がり、汗
びっしょりになりましたが、無事終了。持ち帰ったゴ
ミは、市指定の袋２つ分にもなりました。みなさん本
当にご苦労様でした。 次は、明日の社会見学で２回
目を行う予定です。
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とったどぉ～！

今日、クリーンキッズかつどうで
ゴミをひろいました。わたしは、ま
ことちゃんのほうまでいきました。
あんまりゴミがなかったです。はっ
ぱとティッシュをひろいました。

五むりんせんげんの中で 「みの、
まわりをきれいにします 」という。
のがあるので、これからもゴミをひ
ろいたいと思います。

家のしごとも手つだって、お母さ
んのしごとをへらしたいです。

今日、クリーンキッズをしました。
運動会の色にわかれてしました。わた
しは、中学校の近くのゴミをひろいま
した。行くとき、たくさんゴミがある
のかなあと思いましたがほとんどゴミ

けれども、楽しかっはなかったです。
わたしは、ゴミをひろうと、たです。

きれいになるんだなあと思いました。
行ってよかったです。
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たくさんのごみを拾いました。紙くず、ビ
ン、ガラス、たばこの吸いがらなどがありま
した。

そこで、僕の思ったことは 「ごみがあった、
ら、いやな気持ちになるなあ 」です 「ごみ。 。
がある 」と言っていますが、ごみは、自然に。
出てくる物ではありません。ごみは、必ず、

、だれかが捨てています。僕は、ごみがあると
迷惑だと思います。つまり、ごみを捨てると
いうことは、人に迷惑をかけることと同じま
ではいかなくても、人に迷惑をかけることに

、近いことだと思います。校長先生も、朝会で
「人に迷惑をかけない。これだけはきちっと
守って下さい 」。

と、みんなに伝えていました。捨てている人
は、たぶん、こう思っていると思います。

。（自分は、ごみがあったらいらんから捨てた
人に迷惑がかかっても、捨てたの自分って
分かれへんからどうでもいい ）。

こんな自分勝手な理由で捨てるのは、絶対お
かしいと思います。人に迷惑がかかるだけで

。はなく、動物が死んだりすることもあります
前に奈良公園のシカの勉強をしました。その
話は、本当にあった話で、シカがえさとまち
がえて、ナイロンの袋を食べてしまったとい
うこともありました。

だから、僕は、ごみを捨てないようにしよ
うと思います。今でも捨てないし、これから
もです。


